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〔表紙写真〕中池見湿地（福井県敦賀市中池見湿地，1996年 4 月25日）
水田は多くの生きものの生活を育んできた日本の代表的な湿地環境である.しかし，農 

薬の多用と大型機械の導入に代表される近代的農業形態への転換にともない，数十年前ま 
ではどこの水田にも見られた水田雑草や昆虫，蛙，魚たちが姿を消した.しかし， さまざ 

まな事情で大型機械が導入できず伝統的な農業形態が続けられてきた場所には，驚くほど 

多様な生きものたちが今も息づいている.

伝統的な農業が守ってきた生物多様性と，その危機的状況が認識されるようになり，人 
間の営みによって守られてきた生きものの世界をどのようにして守ってゆくかが，今，大 

きな保全の課題となっている.

写真の中池見湿地（ 2 5 h a )も，水田生態系の原風景が保存されてきた日本では残り少な 

い場所である。今 ，天 然 ガス基地の建設計画で揺れている. （角 野 酿 郎 ）


